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5世紀における供膳器の変化と地域性
中久保辰夫
1.はじめに
H本では共有する食器に加えて、各白がそれぞれお茶碗や取り皿などを
用いた食市胤景をよく見かけるc こうした制人別の食器を用いる食時形態
は、古く見積もった場合、弥生時代後期にさかのぼり(都出1981、1989)、
古墳時代中期には確実に認められることが明らかになっている(抗原1983、
内山19灯、坂野2似)5など)c 
おおよそ4世紀末から 5世紀末に該当すると与えられている市墳時代中
期には長制、手工業生区、乗川の風習、カマドの導入など、朝鮮半島南部
と共通する要素が様々な遺構・遺物に日立つようになる。供膳器とその使
用形態に関しても、朝鮮、「尚南部を経由した食器様式の影響を受けている
ことが指摘されている(西1982、I}"山19灯、下野1999)。
ただし、近年、渡来系文物に関する鮒究の進展によって、渡来文化の受
容にはH本列島の各地域が足並みをそろえて進行する部分と、地域独自の
動きをみせる部分があることが判明しつつある心たとえば、古墳同Ij葬品の
研究からは日本列品と朝鮮、|え品南部の各地域が必ずLも巾央を介しない独
白に交渉を行っていたという議論が活発になってきた。また、畿内地域を
対象に、 1常の調理器である耕式系軟質上掃の量や受容のあり右に、旧国
や集落といった単位の地域莱があることも判明している(今津1994、中野
2008b、巾久保2008など)。こうした研究状況の巾では、供膳訟の受存に
ついても地域性を再検討しなければならないと考えるL
2 
そこで畿内とその周辺地域から同上した上保資料をもとに、古tn時代中
期を対象にして、 f共膳器の変化と地域性について#察することにしたいc
食器を扱う卜では木製品もともに扱うべきではあるが、資料的に恵まれな
いため、あくまで土器からみたあり方であることを先に断っておきたいc
なお、牛;杭でいう古墳時代巾期は、須出詳細年(田辺1966・1981、田中
清2002)でいう TG232型式則から TK23・47型式期を指すことにする(以
下、型式を省略する)c 中期前半という場合、 TG232矧から TK216期を指
し、 TK208期を中期後葉とするc中期日iJ半は TG232期を中期初出、 TK73
から TK216期を巾期前葉と細分し、この時期に生汗された須恵器を初期
須也、熔と呼ぶ。一日市出は、辻編年(辻1999. 2002)を参考に高村、の変化を
重要視している。須忠博が出現する前段階は、子守墳時代前期後、l'(布留 3
式)とし、無稜高柄、が供膳掃のT体を占め、日縁部より体部高が大きい小
型丸出土器が増加することなどを時期の指標としているつ
2 研究史
肯墳時代におけるjl膳器に関する研究は、来日本に比べて山円本各地で
は遅れている。しかし、 90年代後半以降、上師器の編年研究や供膳慌の地
域性に関する緋究が進展し、その結果、以 l、の).~が判明してきたp
供膳器の変遷と画期 まず、弥生時代から山墳時代にかけて供膳器の変
遷が町lらかとなってきた}すなわち、弥生後期から古墳前期初頭では高杯、
鉢、そして小型)L底一上保などが用いられるが、前期1前、「には鉢が少数とな
り、 j¥膳器の主体は高杯、小型丸底|器となる(都出1982、休原1983なと)。
中期になると須忠、器が導入され、上師需柄、が増加するc その時期について
は、中期初胤 (TG232期)に見積もる見解(坂野2005)、中期前菜 (TK73
~216期)とみる志見(辻1999、中野2008a) と山現時期に関する用解が史
なる部分がみられるが、多様な柄、が多くみられるのは巾期前菜である。
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肯tnl浦期における鉢や怖をめぐっては、剖)WI比R.t-:、氏と西弘iFj氏、佐原質
氏では評価が大きく異なるの都(PI氏は尚杯と小型丸j長土器が個々人の食器
であると考え、弥生時代後期から一貫して個人別食器が使用されている、
とみる(都山1981・1989)。一方、西氏は須夏、結束杯の普及を重要視し(西
1982)、佐原氏は畿内地域には鉢が減少すること(佐原1983)を指摘Lて、
古墳中期に銘々群が成立すると主張したコ
ただし、この議論において、食器の形状と使川形態から内山敏行氏が整
理したように、都1'¥氏はl日杯、という置食器と鉢などの干狩飲則器、丙氏は
須]豆、結束杯という外来の子持食器を対象としており、両者は機能や使用形
態が民なるものを評価している点には注窓が必要である(内1111997)。内
山氏は、 TK73月1に須忠、器蓋杯、 |師株の判、といった新米の手持食器が各
畳に現れ、 1常食器の大半が蓋・柄、類に移行する変化を重要視している 1勺
士師器 | 須恵器
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f 
山1997;p28)ロなお、内山氏が整理した、使川i主によるiJt胎界再の分類名
称は有効と忠われるので、本稿でも旧いることにしたいっすなわち、杯や
葉杯など千で持ち卜げて11を近づけて使用するものを「子持食器J (伏11
1~6 、 13~17)、高杯など床や机の上で匝いたまま使う訟を「I官食器J(図
1-7 ~ 9 、 18~20) とする J
供膳器の系譜と地域性肯墳時代中期の供勝博は、硬貨に焼成された陶
質上昇号と初期須忠、器、軟質焼成の上師需から構成されるロ硬質の陶質上昇号
と須恵器については、 H本列島で生夜されたものを須恵器、朝鮮半島南部
で作られ舶来したものを陶質土器と呼称しておきたい(定森1991などん
ただし、向苫の判別が難しいものがみられるため、その場合は「陶質十詳・
初期須忠、器」と 折する。
陶質上端・初期須忠鼎のiJt!善指には杯、椀、高杯、鉢などがあり、それ
ぞれ蓋が伴うものや把千がつくものがあるη 近年では、朝鮮半島南部にお
ける地域性が鮮明になりつつある(定森1994、円井2001、寺井2α)2など)， 
また、大阪府堺，fjA庭守遺跡の発掘調杏成米によって、在I夏、器の源流は加
耶各地であることも判明している(朴天秀1995、岡戸1995など)。ただし、
ON231号~(西日1994) に白済地域や大加Jj]í地域の影響がみられるなど、
陶日における須君、器の系譜は決して洛束iIl'流域のみに系譜が限られるも
のではない(出中消2002)，
畿内地域を対象と Lた土向IJ誌の供膳器に閲する研究も進んできた。 i上美
紀氏は高村、を基軸と Lた十師~:;の編年案を提示した(辻1999) ，また、一上
師器は須忠博と同様の規格牲を有し、製作技術からIR国ごとの地域性があ
ることも述べられている。長近では、中野収氏が奈良盆地を対象にして、
土師器の杯の変遷をまとめ、大手oft地の南北で地域系がみられることを指
摘している(巾野2008a) 中野氏が説く地域性は、発掘調脊事例の実態と
あわないiWJ而もみられるため(北11120日的、検討の余地を残しているものの、
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上師界再に細かな地域性を見出せるようになってきたのである。
F 
J 
坂野氏は朝鮮半島南部における軟質焼成された杯の地域性を整理した卜
で、河内地域には川韓系譜の杯が、大和地域には金官加耳目系の杯が導入さ
れることを指摘し、地域性の背景に各地の「外交」先の差異を読み解いた
(坂野2005)。ただし、史的詳細の基礎となる一上誌の分析については編年
的な位置づけじゃ分類基準などに問題も多い。また、置食器なと他の食棒
との関係についてはふれられておらず、課題が残されている。
研究史上の問題点 以卜のように緋究史を振り返ると、近年、 5世紀に
おける供膳訟の研究には苦しい進展があるc しかし、朝鮮半島南部からも
たらされた十持資料の分布状況や地域差が判明Lつつある今、次に述べる
ような視点から検討する必要があるのではないだろうか。
すなわち、 iJt膳器の変遷や地域住が明らかになりつつあるものの、現状
では|均質土器・初期須恵器と土師器は個別に緋究が進んでおり、そのセッ
ト関係などの点は、立外と研究がなされてしミない。両者の関係については、
使用形態とも関連する内存量にも Hを向けていく必要があるだろう。また、
同様にfjh膳器の詳細は、 |今師器科、や須忠、器蓋軒、がr土目されているが、置食
器である高柄、との関連にはあまりふれられてはいないc これらの上器の相
内の関係を採っていくことによって、供膳器の変化や地域性の背景につい
て議論を深めていくことがロl能になるだろう。
まずは外来の供路協の導入に時期差や集落差が見られるのかどうかと
いった点をみていきたい。
3 陶質土器・初期須恵器の導入と供膳器の変化
畿内地域の主な集落遺跡(凶 2)を対象にして、 ~Ú恵器供膳器の導入と
土帥:::;との関係について、時期ごとに考えることにしよう心
表 1~3 は、報告されている資料を中心に供謄詳の出十点数を示したも
6 
のであるc 上師需高村、は、辻氏による分類(辻1999) を参与に杯部形状か
ら4つに分類したれ脚部のみの資料は衣にあらわしていないが、必要に応
じて補って記述したい。手持食器については、研究者によってその呼祢が
見なっている現状であるが、本稿では杯、と統ーしたい。巾野氏や坂野氏に
よって底部形態が重要視さtlているが、実は平成と丸庭の判別が難しいも
のが多く合まれるため、口縁部形状から外反、内湾、内{出するものに細分
するc 内傾する円縁部は、須忠、指柄、身などと共通する形状であるc
陶質土器・初期須]恵器は器形から葉、杯.J;J'とiECTを有さない深干の椀や
浅鉢、高杯、把付椀に分類し、高杯は茶の有担によって細分している
中期初頭 (TG232期) まずは、巾期初頭 (TG232期)の様相からみてい
きたいコ表 1に掲げた大阪府大阪市長原遺跡併(阿巾清2ω6)、安威遺跡
(奥・酒井2000)、奈良県御所市I+J郷遺跡、計(坂ほか1996・2000、佐々木
!;i，':' (> 
1尾時遺跡
2淡河中村遺跡
3玉樟問中遺跡
4白;水遺跡
5郡寧遣肺
6住官官町遺跡
7蛍池遺跡群
8上樟島遺跡
9若王子遺跡
10安威遺跡
11楠遺跡
12西ノ社遺跡
14 !J..宝寺遺跡
15長原遺跡群
16樟堂遺跡
17土師ノ且遺肺
18大圃遺跡
19大庭寺遺跡
20陶邑窯肺群
21南輯遺跡群
22酉坊城遺跡
23伴堂東遺跡
24発志院遺跡
25平捕宮下層
凶2 対象とするlf:格遺刷、
時期地域
河内
中 大和
期
初
頭 摂樟
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長l 中期初頭における供!居6;:0)杭成
土師器
高杯 杯
有有輯植 外内内
段稜稜形 反商領
遺跡名
長原遺跡群 • 0 ・O
士師ノ里遺跡 O 。
南郷遺跡群 • • 0 伴堂東遺跡 000 。
安威遺跡 o 0 ・O
若主子遺跡 O 。
蛍池遺跡群 • o 0 
陶質土器・須車器
杯 司王 把身
蓋・ 手有無 付揖 蓋蓋 楠鉢
000 ・O
。 。
o 0 o 0 
.10点以上、 010点未満出土、遺構出土で帰属時期が確定的なものを封象にした
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ほか1999、青柳2003)、兵江主県尼崎市恭二I二了遺跡(渡辺ほか2006) などに
おいては、長子守相の初期須恵器に伴う具好な上器資料が出上している。
まず、衣1を概観すると、陶質土器・初期須J志器の供陪器がnI土する集
落と{i¥土しない集落があることに気づくコ今凶取りトげた事例でいえば、
それらを出土する長原遺跡群、南郷遺跡群、安威遺跡などはその導入に積
極的な集落であるとみえ、大阪府藤井寺dj1師ノ里遺跡(松村ほか19お)
や奈良県ゴ宅町伴堂束遺跡(坂ほか2002)、若T守遺跡、豊中市蛍池遺跡
計(合出ほか1994、亥野ほか19981などの集落では陶質土器・初期須J志器
がnJ，土していても、供胎器はあまりnJ，土していないコこれは初期の宜l志器
生jJfにおいて貯蔵器を重要視していること(藤田1999)、杯身が山現して
いないことが反映しているといえる U また、表lをみる限り、把手付椀が
普及しているとは言い難い。
出上集格の中でも、多器種の陶質上界再・初期須忠器が出上している長原
遺跡群と、器種や量の点で劣る南郷遺跡群や安城遺跡のあり方は大きく異
なる。長原遺跡群では日本列島で数点しか碓認できない全羅南道系の浅鉢
(寺井2002)が出土していることも他集落との追いとしてあげることがで
s 
き、このほかにも朝鮮半島市部の各地に系譜がたどることができる陶質上
器初期須恵器が.'11土している (出中清2006)。
他方、土師器にHを向けると、どの集落においても布段目杯、無稜品杯
の山土量が多いことが見て取れよう 。長J且遺跡群では98-19次 SX701(松
本ほか2001)から多量の高村、が報岳されており、南郷遺跡』宇佐田遺跡 SB08
(坂ほか1996)、ら比池遺跡群などから|師幣高村、が主体であることが判明
する。よ師栴の柄、は、伴堂束遺跡から州上しているが少数であり、中野氏
の併究によると在来の系譜で捉えられる (中野2008.)。
このように最古相の須恵協を伴う段階においては、 一部の集落では外来
の影響が認められるが、 依然として夜来の情食協である高折、が供麟綜の主
体となっているのである。
中期前薬 (TK73-216期) 中期前葉は、 1，山氏によって須志保蓋杯、
土師器の何倣といった新来の干狩食器が多量に現れて、 H常食器の大半が
主主杯、煩に移行する時期と捉えられている (1λJ山1997; p28)。しかし、表
2より現状の土器資料を概観すると、民なった側而がみえてくる。
まず、初期須忠、株の供膳持に注目すると、料、身が出現していることが確
a~.できる 。 この/，(は、 TK73期に材、身の生産がはじまることと連動してい
る。ただし、長原遺跡君?と八尾市小阪合遺跡(高萩1987・1988、駒井2ω0)
など、報告されているだけでも杯身が10個体以卜11土している集落がある
一方で、若王子遺跡や蛍池遺跡群、兵庫県神戸市:.1:1宇田中遺跡 (菱田1991)
では数点程皮しか出十 Lておらず、量に差異があることにはi!3:したいG
大朝lにおいても、奈良県奈良市平城'品・下回 (井上ほか1980)では|師器456
l.:に対し、 f良忠保胞が2山I出土しているのみであり、供膳掃はみられない。
TG232期から継続的に主l恵器が供給されている南郷遺跡群においても、 ド
茶犀カマ田遺跡 SB177出土資料を参考とすると、土帥器高杯11点に対し、
須，自体判、身は l点、高村、が2点のみであり、供牌熔巾の須，官界が占める宵J
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中期前葉における1tl居叫の杭成長 2
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合は上師器に比べると少ないっ去に掲げた以外で他に杯身が畳的に出上し
やノl、ている集落としては、大阪府寝屋川市楠遺跡(演出2001、塩山19971
尾市久宝寺遺跡(寺川・金光ほか1987)、界市大凶遺跡21など、河内湖周
辺や和泉地域の集落である。
TK73窯や TK216~主において軒、身の生崖が始まっていても、そのため、
すぐに子持食器が普及するのではなく、その供給される集部は依然として
限疋されているのである。 1，'厳に須J志器l同十不も、多く(PI土している集落は
|浪られている様相が見て取れる「
それでは土日w::;の杯は 般に用いられているのであろうか。巾期前葉で
は有校高柄、が減少し、無校高村、の直立気味であった口縁部がより内約して
腕JjJ高村、が定着する(辻1999)。そして、 l師器の判、が増加する傾向にあるコ
須忠界再の村、身が少ない地域や集格では上師掃が代替的な役割を持っている
この点について詳細にみてみよう。ということも想定できるために、
そこで土削器杯が供胞誌の巾で占める割合に若円したいじ長2を概観す
ると、五津田中遺跡を除けば、同じ口縁部形状を有する十師詳の判、が10点
10 
以上同上している集部は認められないことに気づくっ同上上掃の個体数が
報告されている、ド城宮卜層 SD6030卜層1¥土土器資料を取り hげると、土
師器の供時器の内、 l日杯は291点1¥土しており、杯部が判明するもので Ba
類が130点、 Bb類51点、 Bc類18点、 C礼類が85点みられるという(井上
ほか1980)0高利、の内、 Ca類は40fi品でいう有段高杯、 Ba類は椀形高村、、
Bb類は}!!f;稜高村、に議吋する。 1:師器材、は数点みられるが、全体からする
とわずかである口丸A底=のものカが通汚3/点，1，(、λLし、よ半ド)底4のものが2にわ"点l
|什lMj縁羊部形状など個々の杯にパリエ一シヨンがある C
他の集落遺跡についても検討してみたい。南郷遺跡群下茶犀カマ田遺跡
S8177では-t師熔の高村、は脚部のみを合めて11{同体が報告されており、そ
の内訳は椀形高村、9イ同体、有段高村、3桐休である。 1師楳の料、は 2点しか
同上していないc 少数の材、に、高村、がIe体を占めるあり hは10時期の卜茶
屋カマ出遺跡 SD71、SD05などでも 1，'1様であるつ
この他にも、安威遺跡{lJ~14、蛍池東遺跡Wèi 2、長原遺跡03-5次
SD713 (杉本2008)ωなど、まとまった土器資料が得られている類例をあ
たると、須忠博蓋柄、や l師持の折、が客体的であることがわかるコ
玉津附中遺跡では SD72007から多畳の上師器杯が同上しているc ただ
し、兵庫県たつの市尾崎遺跡 (At本・内本1ω5)、神戸市淡河中村遺跡(村
尾ほか1992)などのJ歯磨地域の土器様相を概観すると、土自由器杯を多量に
出土する集落はあまり類例がない。そのため、二j{津田巾遺跡のあり方は特
民な例として詳価することができょう ι
以上の点、をまとめると、中則前葉の|様様相として次の2つの点、が判明
するつは、陶質上界・初期須忠器の供膳慌が供給されている集部は依
然として限定されている点である。もう 1つは、干狩食器が定着する様相
は見出せず、供膳器の主体は前代同様、土帥訟の恒食器であるコ
中期後葉 (TK208期) 当該期には須忠綜を出fてする集落が普遍的とな
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る。特に「定型化」した蓋柄、(同辺19自1)が増加し、これらの上掃を手持
食器とするならば、この時期に定着するといえようれ
方、土師器は大相 河内では有段!日杯、有稜!日杯、無稜!日杯が少数と
なり、椀形高杯とが主体を占める。摂津では、杯部が深千で、口総部が外
反する無段高村、が多く出fてする仁相、部形状に地域性がみられるのであるU
長原遺跡の報告(京嶋1994) を参考にすると、置食器では須，世帯と|今師
器がほぼ|ロj率出上しており、子持食器では上師器に対して須忠器の比率が
l口iいという供膳器の株相がみられるc津堂遺跡で'E>1，')緑の傾向が認められ
る(一瀬ほか1988) 一方、発志院遺跡でユは、 SD201などから多量の土器
資料が得られており、その内訳は報告されているものだけでも須忠r:~if杯身
10点、高村、2点、 l師器材、27，占、高村、;)，占と l師棒が日立って出|してい
る(藤井ほか1979)。次の TK23・47矧に河内や和泉地域など上師提供膳
器が減少するという指摘を参与にすると(辻1999)、土師器の食器が残存
する大和と3J(恵器が主体となる河内といった地域性の分岐点を示している
のかもしれなし、。
ただし、表3を参照すると、河内の津堂遺跡、小阪介遺跡、山/辻遺跡、
表日 中期後葉における供脈器の構成
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大和の伴堂東遺跡や摂津の豊中市上津島遺跡 (服部1997)、神μ市白水遺
跡 (安出ほか2000)の土器級相から、土師器よりも須恵器の手持食器が目
立つ。
以上の点をまとめると、中期後葉には須恵..の供1J1l..、特に子持食器で
ある蓋判、が本格的に採用され、破質、軟質の間食持、 手持食掠が入り泌じっ
た供臓器の構成に移行するのであるω
小給 自陣内地域の集格における須忠、器と上師得の問よ傾向を手掛かりに、
5世紀における供勝器の変化について検討してきた。その結果、次の点を
申lらかにすることができたc
第 I に陶質十~;; 初期須虫、部供勝協の使用は急速に浸透するわけではな
く、その供給は特定の集部に限定されている点である。とくに長原遺跡群
は、多量かっ多鴇種の陶質上器 初期須忠告が1上しており、その系譜は
洛東江 十流械を中心とする加耶各地、または百済など朝鮮半烏南部作地に
』止んでいる点 (出中治2006)で、他の集落と様相が大きく異なっている。
第2に.巾期前半においては置食..としての用途をもっ土陶器高杯を主と
していることであるc そして、第3点目として、中山H企業に須忠、端の供給
にみられた地域差、集部差は解消され、供膳得の構成の中に須志保が 般
イじすることが指摘できる一
以トの3長は、手持食器の導入時期や土師器Ir;:::，杯の部f1l1iなど、供路器の
変化についての近午の見解とは、異なっている点が多い。朝鮮半島南部に
剛来する食;;.):化は、導入当初から而的に浸透するわけではなく、畿内地
域の中でも受谷に集部差がみられるのである。
食掃の地域6?に関しては、坂野氏』こよ って大和に金古lJu耳1の系譜を引く
丸底食器、河内に，I.!~~嘩地域に系譜がある γ底杯 ・ 鉢の食器と、地1，1(を中 位
とした系譜の差迫が指摘されている (坂野2005)。しかし.上述Lた第l
点目をふまえると故野氏が説く「外父」の差民は見出せず、 河内、大和と
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いった地域の左ではなく、より細|かな単伏、すなわち集治左が顕著である。
ただし、以卜の分析では機能的な役割についての検討は十分ではなかっ
た。次にこの点を掘り下げて検討することにし、さらに議論を深めていき
たい。
4.土師器と須恵器一機能面からの検討ー
在米の上師器と朝鮮半島市部経由からもたらされた陶質上界・須忠器で
は、そもそもの山末が異なるコ両者の違いに関しては、製作技術や胤格性
を巾心に研究が積み重ねられている(j上1999、巾野2008c)が、機能而で
の検討は少ないu そこで須忠(~ii蓋軒、が出現する中期前葉と背及 L始める中
期後葉を対象として、機能を反映する供胎持の内容量を分析することにし
たい。なお、上器容量の計測には川中排作氏が紹介したh法(附中耕2006)
をlはいて、各地の典型的な資判を分析対象として取り上げたの
中期前葉における様相 陶質土器・初期知恵器が伴う長原遺跡 SK705
(田巾j古1982)、同 SE703(大庭19991、同 SD701 (辻2002)、南郷遺跡群
下茶屋 SB71、SBl77(杭々木ほか1996) と、 flh瞬棒が在来の Uili器で占
められるとド城宮炉層 SD6030上層(井上ほか19801、外米の軟質上昇存が伴
う淡河中村遺跡 SH291 (村尾19941から1¥土した資料を対象に土師器と
3J(恵器の関係を探ることにしたい (1叫3)0
それぞれ遺構の性格が異なるため、出土した土器群は日常生活の巾で欠
損し、廃棄されたものが累積したのかもしれないし、なんらかの儀礼の直
会に用いられた食器が片付けられたものであるのかもしれないコしかし、
叶時の食器構成を知るうえで つの手がかりにはなるだろう。
|叫 3を概観すると、各集落において土師器右段尚杯は1200ml以トと容
量が段と大きく、椀形・無投高杯、が口径12~lõcm、存量2õO~500ml 前
後の範囲にまとまる傾向にあるじ有段高村、は、何人用とするには内科量が
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大きすぎるが、椀形網拡稜高折、についてはおよそ 人勺たりとみなしてよ
い出:である「月で指摘したように無竣・椀形!日折、はIfLJ出、が多く、:的1ノi
時代後期における高杯や鉢・1売の内手手量もほぼこれと類似する(邪m1982) 
ので、何人BIJ1主器と考えられよ与 v 平城肖卜仲1SDti030.L.Jr';資料では、他
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の集終に比べて大型のものが多くみられるc これは判、部の形状は変化して
いるものの、中期初凱における無稜l日杯のサイズに近いためであるつこう
した莱進がみられるものの、陶貨土器・初期3J(志器の有蛙にかかわらず、
ある桂)昆のサイスやその構成が共通している点には注志をしておきたし、。
T.師協の軒、に注目すると、集落問、集落内でサイズにまとまりがなく、
純JjJ ・;1!!~稜高村、と主主量が類似するものがみられるが、高利、の 般的なサイ
ズではないため、両者では内容物や川途が異なる可能性が与えられる。
土師器の杯と白』杯の杯部を検討してみると、 1，')ー集落であっても器形や
口縁部の形状など細部がんさく児なっていることが判明する(図 1)。こ
れは、須忠協のように軒、身と脚を別に作り、長合するというて程、すなわ
ち c，長介法」を用いず、脚部から軒、古1;までを 休で製作するためである。
須忠界再と上師器では、回転向使川の有無などといった製作技術の左異と1")
様、工科も異なるのである1)。また、各集落において土師器の製作技術が
?
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?
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?? ?
? ? ?
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い。須，世帯の高村、
吉田:守7
T1。
EZZ3宝:応する存量をもっ須出1洋供謄~;;はな
長原遺跡 1・2杯身、 8・9 樹博高杯 ? には90仇nlを湛え
る大刑の無益出杯 甫鋼遺跡群下茶屋カマ因遺跡 3・4 杯、 10・11 掴形高杯
平場宮下周 5・6 杯、 12• 13 :植曙高杯
と300ml、 叩Oml組問中村遺跡 7 :杯、 14碗形高杯、 15有稜高杯
20叩
前後の谷量をもっ 凶4 対象県掛における供時器の比較
16 
有哉、無量高判、があり、後者は円径のl.':で異なるものの、 上師器の腕形・
知稜向杯や杯、と容量が熟似する作一方、須恵器tF身と土師器の杯は容量が
一致するものが少ない。そのため、両者の且換的な'I't織は考えがたく、若
の有無や口縁部の形状から考えても、使用而において相互の影響が低いこ
とが考えられるじまた、長!息遺跡からは浅鉢が出ァ卜しており、口待17.8cm、
705mlをはかるω数に限りがあるため、評価は保留しておきたいω
中期後葉における様相 津:主遺跡大上坑A'n ( 瀬1988).伴主;束遺
跡SD2100(坂2002)、行事烏遺跡流路 (服部1997)、内水遺跡流路2、SXOl
(安田2000)を分析対象とし、巾期後葉の様桐を考えたい (図5)0 
まず、各遺跡における共通項からみていきたい。 TK20日制には須泌総
蓋料、がl首加するω 白水遺跡、資料は数量的に忠‘まれないが、各遺跡とも須J忠
得折、身は200-450mlの容量のものが多い。H水遺跡においては、円径
14.2cm、376mlをはかる浅鉢がm土しているが、器形も容量も十干身とは
異なる。一方.1芋堂遺跡、 卜津烏遺跡など、布藁l九杯が伴う事例ではその
杯部が杯身の存量と同一であることが多し、。これは 「按合法」を用いた製
作1て担のためであるu1E蓋高村、は、巾則前識と同じく、谷量600ml以上の
ものが多いロ共有の食鼎である可能性を与えたい。
各集落の相違点は土川器において顕昔である。椀形l向杯は砕堂遺跡、伴
'w.:東遺跡資料では3α)-40仇nlと共通しているが、 卜il'鳥遺跡ではこれあ
らと同ーサイズのものがなく、 内水遺跡では容量300-100mlに加えて100
-550mlとやや大型のものが多くみられる。また、有段高相、は上津島遺跡
以外では残存状況の良好な資料が符られていなし」 こうしたサイズのあり
んは、 li山草で指摘した柄、部形状の差違と連動している。中期前業において、
ある程度の共通性をもっていた土師器両杯のサイズ備成に.より顕著な地
域差がみられるようになるのである
T.師様相、もまた、前代と同様、各集落でサイズがまちまちであり、須忠
s 11'紀における叫拾す与の変化と地域性
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しも容誌が|寸 ではなく、 1-1刻前葉にみられた桜中日が継続して0"る。
ここで、知恵14 と土削J訟の~係を探る上で重要訟であるのは、土制限無絞・
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であることであるつ上師器と須忠、慌では、蓋の有無によって円縁部形状が
異なるために、散布|火|では重ならないものの、新旧のIe体をなす食膳器が
l叶一容量であることは興叫、深い。中期前葉においても、長原遺跡群例にお
いて同様の様相が認められたが、土日I~器の I官食器に須恵訟の恒食器、子持
食絡が加わる供膳綜のあり方が1f及するのであるι
研究史で整理したように、桐人別食器の成立をめぐる議論においては、
上師需高村、という置食鼎と、須忠椛蓋柄、という外米の手持食掃のどちらか
に力点を置くのかによって評価が異なってきた。しかし供膳器構成のあ
り方とともに、両者の内存量をふまえると、どちらも例人~Ij食器という件
絡を有すると考えられる。
ただし、須忠、持では脚台や蓋の有}!!~など、その使用主法などに大きな違
いはあることは時実であるc そのため、 5世紀における食器の変化は、個
人別食器の1¥現が幽期的なのではなく、朝鮮半島南部からの食器やその使
用法がコ耳入されたことを重要視すべきであろう(内山1997)っ住吉宵町5
号墳では、民Ji豪から土削器椀形高杯、小型有段高杯、の杯部に須恵器の.iI:i杯、
が重なるようにLて出 lしている(安川ほか2001)が、こう Lた資料は導
入期における両者の近縁性を小しているのではないだろうかc
小結以卜、述べてきたように、内容量を過して供膳器をみてみると、
より変化の内容がより明らかとなってきたように忠われる。
巾期前半の食市胤景を復7cしてみると、側々人が用いる椀形・金正稜高杯、
に加えて、共有するた型有段高柄、が伴うあり方が、畿内地域では 般的で
あると考えられるコ特定集搭に限って、各々の食膳に軟質、硬質の置食器、
子持食器が並ぶといった、在米の供膳掃に外米のものを取り人れた食事風
景がみられるのである。
巾期後半には土自Ii.:iの胃食誌に加えて、宜l恵訟の恒食皆、子11食..が普
及L、新しい食熔様式へと変化する。こうした供膳絡の変化は、例人別食
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器の出現といったものではなく、外米の供膳器とその使川形態の導入にあ
る。ただし、依然として土師器の置食器も多く見られるため、収拾選状の
卜に新しい供時様式となっているとみるべきであろう c 中期前葉に特定の
集落にみられた供tl~6:fの構成が波及するのである。
5 まとめ
木稿では、 5世紀の供膳界再について、初期須忠鼎受容の犠相、内容量の
比較からみた須恵、器と土師器の関係について与察Lてきたc その結果、供
服誌の変化と地域性、そしてその背景がおぼろげながらわかってきた。
従来の研d先では当該期の供時給の変化として、須也、出の導入が強調され
てきたきらいがあるが、その出現期では依然として個人別食棒である上師
器の置食器がl'体である。変化の内容としては、個人別食器の導人という
担u凶ではなく、土師器の置食器に、外来の供膳器とその使肘形態を導入し
た点を重要視すべきであろう。そして、そのあり方に集落といった小さな
地域単位における差が顕苦になるのであるc
ここでいう「地域差」とは、これまでの|師器研究によって説かれてい
るような、共有する製作技術の単{すとしての地域牲とは異なり、外米の供
陪器の受容に関する尤異であるc また、河内と大和における食器の系統尤
も指摘されているが、朝鮮半島南部各地の影響がみられる陶貨土器・初期
須官、:::;は、河内湖周辺の特定の集落に結集するのである。
ここで、同じく朝鮮T島南部からもたらされた煮炊出である韓式系軟質
l器の受容のあり点と重ね介わせてみたい。筆者は先に議内地域を対象に、
外米の煮炊器をすみやかに受容する集部(渡米系集同定着型集部)と、そ
の影響を受けながら在来の，;:炊器が徐々に変容する集落(在来集団主体制
集落)と、外来の謝用様式や土器製作技術の受容過程に集落差が表れるこ
とを指摘した(中久保2009)，
20 
このうち、 l両者は長原遺跡群が談、riし、木稿でl珂らかにしたように多量
かつ多器種の陶質土器・初期須恵器が(I¥土しているハ調理の山においても
供時の場出においても朝鮮半島南部の影響が強い集落であることが鮮明と
なるc 方、在来集団主体型集落に該当する集落では、初期短恵器が山土
していても量がj;なく、七師綜高村、を主要な供謄熔としている。一上師詳供
膳器と煮炊棒カサト米の l様様式に影響を受けるあり点は、単純な対仏、関係
はボさないものの、 5世紀における渡米文化の導入には感石のような核と
なる集落、地域が存在していることが浮かび卜がってくるのである。
謝辞本稿を作成するにあたっては、栢ノk{ljl'&;教崎、高橋照彦准救授、」前i有人助
教のご指導をいただきま Lたv また、太阪よ学考古?緋究室の奥村茂樹、酒井将虫、
仲辻慧大、野島智実、森暢郎の靖氏に多くを学ばせていただいた乃韓式系上.~~研究
会などを通じて、同巾清夫氏や中野咲氏、大坪州 郎氏、渡辺和仁氏からは様々な
ご教示を賜りましたじ韓同詰安門の作成にあたっては出中由理氏にご協}jいただき
まLた 末筆ですが、記して感謝申し上げますに
資料調査ではよ阪府教育委員会、 k臥府主化財センタ一、 k阪市主化財協会、奈
良県立橿原若山学研究所、寝犀川di教育委員会、兵庫県立寺山博物館、干安学園高
等学校に使1tをはかつていただきました。御礼I[rL上げます。
なお、本稿は日本学術振興会特別研究開奨励t'O)成果の一部であるη
3主
1 )具体的には、市郷遺跡群大東遺跡 SXOl出上よ協と同遺跡 6Lr出よ資料は、
坂野氏の編年では時期が異なるが、報fit古の記載を参H(¥すると [ITj一遺構から
出土Lているなど、時期比メじの根拠がよくわからないじさ在古は、土師協の編
干については辻氏の柵究を支付したい (j.上1999)コ
2 )大岡遺跡附土資料は、時式系土佐研究会の折に、よ械告のものも合めて実
見する機会を得たっ
:JI この資料は須m背任。)n\土量が少なく、~稜川杯が下体を l片め、長原遺跡の
r[で特異な様相を社、している J 他地域からの搬入も恕定Lておきたい日
ぺ)例えば長原泣刷、山 fi;J( SD057資事卜(太庭200引のように接fh主を附いて製作
する高村、もはられるれしかし、類例は少なく、後に定着していかないために、
基本的には須恵器と+師需の供断需生蛙はEいに影響を 'jえていないと考え
てし冶る
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図2. 3. ;) 中久保作成
表1 検討対象資料
長原遺跡群 NG99-15 SX706 (田中ほか2002).N(;98-19 SX701 (松本
ほか2口01)、NGs.l-6 SX703上屑 (J井ほか200的、 NGOO-6 SX702、
S0701 (村フ102003)、NG02-8 SK040、NG03-6SK055、057(大庭ほ培、2005)
土師ノ里遺跡 SBOI (松村ほか1983)
南郷遺跡群 角同 SXOl、0:1、09(坂ほか19%)、休同SIl08(休々 木ほか1999)、
千部 5B02、03、04(坂ほか2000)
伴堂東遺跡 SK10o.l、10Sf人 1153、2川札 2116、2202、22刷、 2505(JlZほか
20021 
安戚遺跡。 住居15、16、17、24、25、27、28(児桝井20001
若王子遺跡 SP264、SK84(説辺ほか20061
蛍池遺跡群住居7、13、23、25、講 2(古田ほか1997)、流路(真野ほか1998)
表2
長原遺跡群 I¥G82-41 SK703 (杉本20081、I¥G84-4 S0701、 SI))02(寺
井ほか2006)、NG99-15 SB702. SK705. SX724. S日iI7(m中ほか2002)、
NGOO-l SI))OI (辻2002)、"G02-8 SD017、018、021、SIl013・014刷辺、
SEO位、 003. SK042、SXOOiUw、NG03-5. 6 SB702、SD713、SD日45、
SK068、092，SX01:l同溝上層 (A庭ほか2005)、NGOs-~ Ss7001、SB700:i
(杉本ほか2008)
小限告遺跡 t:坑13o(駒井ほか2000)、 SKI1(高萩ほか1987)、川川 1 (高
萩ほか1~)~)()) 、 SDl(A 層) U，':j萩ほかH1881
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南郷遺跡群 下茶恒カマ田 SIlO、5日05、0)(坂ほか1996)、SIl71、日11177(佐々
本ほか1999)
伴堂車遺跡 ST2日01、SK2067、2151 (桜ほカ 2002)
平波宮下層 s日60301回けれほか198ω
安威遺跡件肘 9、12、1;、18、19、・l:l(奥酒井2(00)
若王子遺跡 SP240、SD16、44、49、日E09、SK1旬、 111、SX06(波辺ほ
か20加)、包合屑資料除く
蛍池遺跡群作目1、2、12(什出ほか1997)
玉津田中遺跡。 SD72001、72007(菱同1994)
尾崎遺跡 G 河川1(岸本肯本1州司、包含居資料除く
表3
津堂遺跡大十紘 .'¥.B ( 瀬ほか1988)
小阪告遺跡 土坑331、350(駒井ほか2000)、 SK1:J (山萩ほか1990)
酉ノ辻遺跡 同黙河川 (西日.'，.;;崎1987)、
伴堂束遺跡 SD2100、SK206;(坂ほか2002)
発志院遺跡 :SD1l3、206¥藤井ほか1979)
上津島遺跡 mt路 1 ¥服部1997)
郡家遺跡 門然流路、 土佐i溜り 3、5 (藤本ほか1!)92)
白木遺跡・ SX01、流路2 安刊2000)
(丈学研究科博士後期課程、 日木学術振興会特別研究員)
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